
守りたい
 日本の
　赤目四十八滝は、室生赤目青山国定公園の中央に位
置し、奈良と三重のほぼ県境を流れる滝川の上流に4
㎞にわたって連なる滝の総称です。
　『赤目』の由来は、飛鳥・奈良時代の呪術者で、修
験道の基礎を築いた『役の小角（えんのおづぬ）』が修
行中に、赤い目をした牛に乗った不動明王に出会った
との言い伝えに由来します。また、この地は、伊賀忍
者の祖、『百地三太夫（ももちさんだゆう）』が、多く
の忍者を輩出した修行の場であったとも伝えられてい
ます。
　『四十八』は数が多いことを意味し、『赤目四十八滝』
のほかにも全国に『四十八滝』の名が付くものがあり
ます。
　『赤目四十八滝』の中で、代表的なものに『荷担滝（に
ないだき）』、『不動滝』、『千手滝』、『布曳滝』、『琵琶
滝』があり、これらの滝が『赤目五瀑』と呼ばれていま
す。表紙写真は、『赤目四十八滝』で随一の景観とさ
れる『荷担滝』です。高さ8mの滝が岩を挟んでふたつ
に別れて流れ落ちるさまが、荷を担いでいるように見
えることからこの名が付きました。
　渓谷とその周辺地域は紅葉の名所として知られてお
り、秋には毎年15万人以上の観光客が訪れ、賑わい
を見せます。

参考文献： 日本の水をきれいにする会編『平成の名水
百選』

　　　　　赤目四十八滝公式サイト
　　　　　（URL：http://www.akame48taki.com/）
　　　　　なばり観光ガイド，（一社）名張市環境協会
　　　　　（URL：http://www.kankou-nabari.jp/）

〈アクセス〉

● 近鉄「赤目口駅」からバスで

約10分。または名阪国道「上

野IC」から車で約40分。

表紙の写真

荷担滝／赤目四十八滝

場所：三重県名張市
分類：河川

表紙写真：新海良夫／アフロ

半
蔵門（写真）は、江戸城（現在の皇居）にある門の1つで、城の西端に位置しています。

江戸城開府の際の徳川家康が入城した歴史的な門としても知られています。甲州街道に直

通する出入口で、甲州方面の敵から江戸城を守るとともに、戦で江戸城に危機が迫った際には、

将軍の甲州方面への避難路としての役割を担っていました。

　半蔵門の名前は、この門の警備を担当した服部半蔵の屋敷が近くにあったことに由来するといわ

れています。服部半蔵は伊賀の忍者としてその名を広く知られていますが、徳川家康に仕えた武将

で、槍の名手であったと伝えられています。

　道路を挟んで半蔵門の正面にはエフエム東京のビルがあり、近くには国立劇場やイギリス大使館

などの建物が立ち並び、服部半蔵の屋敷があった当時の面影を現在の街並みの中に見出すことは

できません。

　現在、半蔵門は、皇居の吹上御所に通じる門として、皇室行事の主な出入り口に利用されています。
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参考文献

（一社）千代田区観光協会

（URL：　http://www.kanko-chiyoda.jp/tabid/2057/Default.aspx）

三重県東京事務所

（URL：　http://www.pref.mie.lg.jp/TOKYO/HP/yukari/04.htm）

（一社）新宿観光振興協会

（URL：　http://www.kanko-shinjuku.jp/course/tabid/120/pdid/349/Default.aspx）
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